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Ⅰ 中高一貫教育校として，理数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」を創る授業の実践  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

研究開発課題 

未知なるものに挑む UTO-LOGIC(1)で切り拓く

探究活動の実践 

ねらい 

中高一貫教育校として，理数教育に関する教育

課程の開発及び教科の枠を越え，探究の「問い」

を創る授業の実践を進めることで，未知なるも

のに挑む UTO-LOGIC(1)を備え，グローバルに

科学技術をリードする人材を育成する 

(2)研究開発の目標 

公立の併設型中高一貫教育校として，未知なる

ものに挑む UTO-LOGIC(1)を備え，グローバルに

科学技術をリードする人材を育成するために，理

数教育の教育課程と探究型授業を開発すること

を目標とする。理数教育の教育課程では，中学段

階の数学・理科，学校設定科目「未来科学 A・未

来科学 B(8)」，「探究数学Ⅰ～Ⅲ(7)」，「SS 探究物

理・SS 探究化学・SS 探究生物(10)」の開発に取

り組む。探究型授業では，教科の枠を越える授業，

探究の「問い」を創る授業(6)の開発を進め，質の

向上を重視した授業改革を図る。 

(3)研究開発の仮説 

公立の併設型中高一貫教育校として，理数教育

の教育課程を開発し，教科の枠を越える授業，探

究の「問い」を創る授業(6)を実践することによっ

て，既成概念にとらわれることなく社会の問題を

発見・解決し，新たな価値を創造する資質・能力

を育てることができる。 

２ 研究開発の経緯 

第一期開発型(H25～H29)「科学を主導する人

材を育成するために，中高一貫教育校として 6

年間を通した理数教育の開発」に関する研究開発

の主な実践と課題を表.1 に示す。5 年間を通して，

探究活動とアクティブラーニング型授業実践か

ら，「コンテンツベースからコンピテンシーベー

スへの転換」の授業改革の必要性が高まり，生徒

の主体的・対話的でかつ深い学びを実現する「探

究型授業」の展開を進める第二期実践型(H30～)

に取り組んでいる段階である。 

第二期 3 年次は，新型コロナウイルス感染拡大

に伴い，約 2 ヶ月間の休校措置や，一定間隔を確

保した座席での授業，理科実験の制限や対話的教

育活動の制限などコロナ禍における探究の「問

い」を創る授業の在り方を模索する 1 年であった。 

運営指導委員会で学習管理システム導入

LMS(Learning Management System)の提言を受

けていたため，昨年度 3 月休校期間になった際，

即座にオンライン学習の構築を進めることがで

きた。Google アカウントを全生徒に発行し，す

べての教科で Google classroom を開設し，授業

動画の配信，授業内容に関する教材，資料の共有，

課題の提出・フィードバック等，オンライン学習

の創意工夫を図ることができた。学校再開後，授

業と家庭学習(Google classroom)を融合した学

習スタイル「ブレンディッド・ラーニング」の開

発を進め，探究の「問い」を創る授業，教科の枠

を越える授業の在り方を検討する段階である。 

中学段階の数学(表.2)・理科(表.3)に関する教育

課程の開発と 6 年間を通した数学・理科の学習配

列，時間的経過(1 年間の流れ)を表.4 に示す。 

【表.1 第一期開発型における実践と重点課題の経緯】 

第
1

年

次 

実
践 
・中学 1 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「未来科学 A・未来科学 B」の設置 

・学校設定科目「探究数学Ⅰ」の設置 

課
題 

・理科が好き，得意である生徒の割合が学年進行で減少 

・中学段階と高校段階で扱う内容の重複や関連の低さ 

・知識理解を重視した高校の授業展開 

第
2

年
次 

実
践 

・中学 2 年「数学」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅱ」の設置 

・「未来科学 A・未来科学 B」における未来科学 Lab 実践 

・中学段階での発展的学習として高校学習内容の一部移行 

課
題 

・課題研究に取り組むための資質を育てるための授業実践 

・中学段階と高校段階の学習内容の接続方法，指導方法 

第

3

年
次 

実
践 

・中学 3 年「数学」35 授業時間増加 

・中学 3 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅲ」の設置 

・「探究数学Ⅱ」統計処理に関する授業 

課
題 

・科学的探究活動の基礎を築く授業実践 

・中学発展内容と高校学習内容の重複部分における指導法 

第

4

年
次 

実
践 

・未来科学 Lab(9)における科学研究論文形式 IIMRAD 理解 

 を深めるワークショップ 

・探究数学による数理融合教材の開発 

・数学・理科における 6 年間を通した学習配列の再編成 

課
題 

・教科横断型の授業改革を進める数理融合教材の開発 

・探究型授業実践「コンテンツベースからコンピテンシー 

ベースへの転換」 

第
5

年
次 

実
践 

・国際バカロレアの指導の手引き Unit Planner を活用した授業 

・芸術と工学を融合したペーパーブリッジコンテスト(28) 

 を実践した美術の授業「Art＆Engineering」 

課
題 

探究型授業及び教科横断型授業では主体的・対話的でか

つ深い学びに向かうが，コンテンツベースの授業では知
識習得に終始する受動的な学びとなり，なぜ学ぶか，何
を学ぶか，学ぶ意義の理解，学びに向かう姿勢が課題 

第
二
期

1

年 

実
践 

・全教科，探究の「問い」を創る授業実践と年 2 回公開授業実施 

・探究の「問い」を一覧にしたシラバス作成 

課
題 

・探究の「問い」を創る授業から探究テーマへの展開 

・異なる教科科目間で同様の「問い」を見出すことによっ
て，一つの事象を異なる視点で探究する授業を推進する。 

第
二
期

2

年
次 

実
践 

・高校 2 年 SS 探究化学，SS 探究物理，SS 探究生物設置 

・探究の「問い」を創る授業の「問い」の一覧から探究テ
ーマへの展開ロジックリサーチ(13)のミニ課題研究(14) 

・3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)の促進 

課
題 

・データサイエンスに関する授業実践 

・ロジックアセスメント(4)と教科の関連性 

【表.2 各学年における数学・授業時数と増加数】 
学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 
1 年 140 時間 140 時間 0 時間 0 時間 
2 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 
3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 

【表.3 各学年における理科・授業時数と増加数】 
学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 
1 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 
2 年 140 時間 140 時間  0 時間 35 時間 
3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間  
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【表.4 数学・理科に関する教育課程と学習配列】 
 数学 物理 化学 生物 地学 

中
学
１
年 

体系数学１代数編 
・正の数と負の数 
・式の計算 
・方程式，不等式 
・１次関数，資料活用 

身近な物理現象 
・光と音 
・力と圧力 

物質のすがた 
・物質のすがた 
・水溶液 
・状態変化 

植物の生活と種類 
・生物の観察 
・植物の体のつくりと働き 
・植物の仲間 

大地の変化 
・火山と地震 
・地層の重なりと 
大地の変動 

中
学
２
年 

体系数学１幾何編 
・平面，空間図形 
・図形と合同 
・三角形と四角形 
体系数学２代数編 
・式の計算，平方根 
・２次方程式，関数 

電流とその利用 
・電流 
・電流と磁界 

化学変化と原子・分子 
・物質の成り立ち 
・化学変化 
・化学変化と物質の質量 
・化学変化と熱の出入り 

動物の生活と生物の進化 
・生物と細胞 
・動物の体のつくりと働き 
・動物の仲間 
・生物の変遷と進化 

気象のしくみと天気の変化 
・気象観測 
・天気の変化 
・日本の気象 

中
学
３
年 

体系数学２代数編 
・確率と標本調査 
体系数学２幾何編 
・図形と相似 
・線分の比と計量・円 
・三平方の定理 
体系数学３数式･関数編 
・数と式 
・複素数と方程式 
・２次関数とグラフ 

運動とエネルギー 
・運動の規則性 
・力学的エネルギー 

化学変化とイオン 
・水溶液とイオン 
・酸，アルカリとイオン 

生命の連続性         
・生物の成長と増え方 
・遺伝の規則性と遺伝子 

地球と宇宙 
・太陽系と銀河系 
・天体の動きと地球の
自転，公転 

未来科学 A 未来科学 B 
物体の運動とエネルギー 
・物理で使う数学 
・運動の表し方 

物質の構成 
・物質の構成粒子 
・物質と化学結合 

生物と遺伝子 
・生物の特徴 
・遺伝子とその働き 

宇宙における地球 
・宇宙の構成 
・惑星としての地球 

高
校
１
年 

探究数学Ⅰ 未来科学 A 未来科学 B 
体系数学３数式･関数編 
・図形と式 
・三角比，三角関数 
体系数学３論理・確率編 
・集合と論理 
・確率，データの分析 
・式と証明 
・整数の性質 
体系数学４ 
・指数関数，対数関数 

物体の運動とエネルギー 
・速度，加速度 
・様々な力とその働き 
・力学的エネルギー 
様々な物理現象と 
エネルギーの利用 
・熱 
・波 
・電気と磁気 
・エネルギーとその利用 

物質の変化 
・物質量と化学反応式 
・化学反応 
・酸，塩基 
・酸化，還元 

生物の体内環境の維持 
・体液と恒常性 
・生体防御 
・自律神経とホルモン 
生物の多様性と生態系 
・植生の多様性と分布 
・生態系とその保全 

変動する地球 
・活動する地球 
・移り変わる地球 
・大気と海洋 
・地球の環境 
 

高
校
２
年 

探究数学Ⅱ SS 探究物理 SS 探究化学 SS 探究生物  
 
SS 課題研究で 
地学分野に関連した
テーマ設定すること
によって，専門地学
に関連した内容を希
望生徒は探究活動を
通して学ぶ 
 

体系数学４ 
・微分法・積分法 
・数列 
・ベクトル 
体系数学５ 
・複素数平面 
・式と曲線 
・関数 
・極限 
・微分法とその応用 

様々な運動 
・平面内の運動と 
剛体のつり合い 

・運動量 
・円運動と単振動 
・万有引力 
・気体分子の運動 
波 
・波の伝わり方 
・音・光 

物質の状態と平衡 
・物質の状態とその変化 
・溶液と平衡 
物質の変化と平衡 
・化学反応とエネルギー 
・化学反応と化学平衡 
無機物質の性質と利用 
・無機物質 
・無機物質と人間生活 

生態と環境 
・個体群と生物群集 
・生態系 
生命現象と物質 
・細胞と分子 
・代謝 
・遺伝情報の発現 
生殖と発生 
・有性生殖 
・動物，植物の発生 

高
校
３
年 

探究数学Ⅲ 電気と磁気 
・電気と電流 
・電流と磁界 
原子 
・電子と光 
・原子と原子核 

有機化合物の性質と利用 
・有機化合物 
・有機化合物と人間生活 
高分子化合物の性質と利用 
・高分子化合物 

生物の環境応答 
・動物の反応と行動 
・植物の環境応答 
生物の進化と系統 
・生物の進化の仕組み 
・生物の系統 

体系数学５ 
・積分法とその応用 
・確率分布と統計 

【表.5 未来科学 A・未来科学 B における未来科学 Lab(9)チェックリスト】 

  

未来科学 Lab 中学 3 年及び高校 1 年で実施。チェックリスト活用によるレポート提出 
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３ 研究開発の内容 

探究の「問い」を創る授業(6)は，すべての教科，

授業が進める探究型授業の名称である。教員は探

究の「問い」から展開する授業設計をし，教員，

生徒ともに授業から「問い」を創る探究型授業を

推進し，生徒の主体的，対話的で深い学びの充実

を図る。特に，理数教育の教育課程の開発として，

表.1 に示す学校設定科目「未来科学 A・未来科学

B(8)」，「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ(7)」，「SS 探究物理・

SS 探究化学・SS 探究生物(10)」では，授業から

創られた探究の「問い」一覧表を作成し，教科融

合教材の開発や教科間連携を図るとともに，学校

設定教科ロジックにおける探究活動のテーマ設

定につなげることができるよう展開する。 

【表.1 教育課程編成上の位置付け】 

学科 

コース 

学校設定科目 代替される科目 対象 

科目 単位 科目 単位  

普通科 

中進 
未来科学 A ３ 

化学基礎 ２ 中学３年 

第１学年 物理基礎 ２ 

未来科学 B ３ 
生物基礎 ２ 中学３年 

第１学年 地学基礎 ２ 

探究数学Ⅰ ５ 
数学Ⅰ ３ 

第１学年 
数学Ａ ２ 

普通科 

中進 SS 
探究数学Ⅱ ６ 

数学Ⅱ ４ 第２学年 

数学Ｂ ２ 

探究数学Ⅲ ７ 
数学Ⅲ ５ 第３学年 

数学Ｂ ２ 

普通科 

中進 SS 

高進 SS 

SS 探究物理 ７ 物理 ７ 第２学年 

第３学年 

物/生選択 

SS 探究化学 ７ 化学 ７ 

SS 探究生物 ７ 生物 ７ 

1.仮  説 

探究の「問い」を創る授業(6)を実践することに

よって，生徒が主体的，対話的で深い学びに向か

い，学問への興味・関心を高め，未知なるものに

挑む UTO-LOGIC(1)を高めることができる。また，

教員は，探究の「問い」を創る授業，生徒の学び

を中心に据えた授業設計を通して，学際的視点で

の探究型授業実践及び教科横断型教材開発を進

めることができる。 

2.研究内容 

探究の「問い」を創る授業・教科の枠を越える授業 

探究の「問い」を創る授業(6)のシラバスや生徒

が探究の「問い」を創る授業を通して創った「問

い」をまとめ，ロジックリサーチにおけるミニ課

題研究で提示し，授業に関連した探究活動を展開

できるようにする。新型コロナウイルス感染拡大

に伴い，例年，7 月及び 1 月ロジックスーパープ

レゼンテーション (24)に併せて実施する探究の

「問い」を創る授業公開が実施できず，授業者が

ボードに指導案や授業関連資料，シラバス，生徒

資料など授業実践に関連する資料を掲示して授

業参観者とポスターセッション形式で情報交換

をする授業研究会が行うことができなかった。第

3 年次は，図.1 に示すように全教員に Google ア

カウントを発行し，教員間でそれぞれの Google 

classroom に入室し，各授業の教材や授業展開を

オンラインで参観することができる体制をとる。 

教科の枠を越える授業を推進するために,3人1

組教科の枠を越える授業研究(36)を，表..2 に示す

ようにグループ編制して行う。毎年，異なる教科，

異なる教員でグループ編制し，探究の「問い」の

設定と提示方法，生徒の活動と思考の深まりに着

目した授業研究や，教科横断型教材開発を行う授

業実践などグループで打合せをして方向性を定

める。図.2 に示すように，「食品添加物」を共通

の授業題材に設定し，化学教員の授業と家庭科教

員の授業を行い，教科横断型教材の開発を進める。 

 
【図.1 職員 Google アカウント発行】 

【表.2 3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)】 
班 教科 氏名 班 教科 氏名 

1 
国語 岩永 敦 

10 
中理 河野 年美 

数学 父母謙一朗 英語 鬼塚加奈子 
中体 井上 淳一 数学 上野 雅広 

2 
英語 中元 義明 

11 
国語 中山富美子 

数学 川崎 憲二 地公 早田 誠 
芸術 犬童 晴南 中理 村嶋 恭子 

3 
国語 廣田 哲史 

12 
中国 山口 尚子 

中社 山田 大地 英語 伊藤 裕子 
保体 池田 有希 数学 小栁 良介 

4 
英語 小川 康 

13 
地公 奥田 和秀 

中数 藤本 大平 保体 山﨑 圭三 
理科 島田 駿祐 国語 永田 涼香 

5 
国語 平野 佳子 

14 
英語 原田 大賢 

地公 白石 哲 数学 長田 洋子 
保体 磯野 克康 理科 本多 栄喜 

6 
英語 橋本 慎二 

15 
中国 浅川 修弘 

中数 大島 聡矩 理科 後藤 裕市 
保体 藤末 貴裕 地公 永吉与志一 

7 
理科 小畠 早織 

16 
理科 梶尾 滝宏 

地公 石本 浩司 国語 松永 美志 
芸術 森内 和久 中英 高木 健志 

8 
英語 重永 晴子 

17 
中英 田多良裕士 

保体 佐藤 良一 数学 髙木 和彦 
中数 井芹 洋征 理科 下山 智彦 

9 

数学 竹下 勝明 

18 

英語 組島 枝莉 
地公 竹村 英樹 数学 水口 雅人 
芸術 原  明倫 理科 長尾 圭祐 
＊ ＊ 家庭 皆越千賀子  

  
【図.2 教科の枠を越える授業研究】 



- 13 - 

学校設定科目「未来科学Ａ」「未来科学Ｂ」 

中学 3 年から高校 1 年にかけ，「物理基礎」「化

学基礎」「生物基礎」「地学基礎」4 領域を含む学

校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」(8)を設置

し，4 領域について関連性に考慮して幅広く学習

する。また，未来科学 Lab(9)と称した技術習得実

験と未知探究実験の中間に位置する探究型実験

を 2 時間連続で行う。図.3 に示すように未来科学

Lab の目的と意義に関するガイダンスを実施し

たうえで，表.3 に示す指導方法で実施する。図.4

に示すように，物理，化学，生物，地学それぞれ

の領域で探究テーマを提示し，探究テーマにもと

づいた実験計画を立案し，生徒がそれぞれ実験方

法及び実験対象を準備する。薬品及び実験器具は

生徒からのオーダーシートを受け教員が準備す

る。実験後はレポートにまとめ未来科学 Lab チ

ェックリストで自己評価して提出する。提出され

たレポートは，未来科学 Lab チェックリスト(２

研究開発の経緯，表 4)を用いて教師評価も行う。 

 
【図.3 未来科学 Lab ガイダンス資料】 

【表.3 未来科学 Lab の指導内容】 
時 期 指導内容 
実施前 【授業】ガイダンス 

2 週前 
【教員】探究テーマ提示 
【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1 週前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 
【教員】薬品・器具の調整 

当 日 【授業】未来科学 Lab(2 時間連続) 

1 週後 【生徒】レポート提出 
2 週後 【授業】レポート作成講座 

 
【図.4 未来科学 Lab 探究ワークシート】 

学校設定科目「探究数学Ⅰ」・「探究数学Ⅱ」・「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」，高校 2 年に「探究数

学Ⅱ」，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置し，数学

Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学 B のそれぞれ

の領域の関連性に考慮しながら内容を振り分け，

幅広く学習する。探究活動で必要となるデータサ

イエンスの視点として，確率分布と統計的な推測

や場合の数と確率の内容も重点に行うことにより，

図.5 で示すように高校 1 年プレ課題研究(15)から定

量的データを統計処理する視点を高める。また，

授業や定期考査等を通じて，日常生活と数学の関

連を題材にした「問い」を創ることによって，図.6，

7 で示すように，SS 課題研究(16)において数学に関

連したテーマ設定をする視点を育成する。 

  
【図.5 1 年プレ課題研究(15)スライド資料】 

 
【図.6 2 年 SS 課題研究(16)ポスター資料】 

 
【図.7 2 年 SS 課題研究(16)スライド資料】 
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学校設定科目「SS探究物理」 

高校 2 年，3 年選択履修科目として学校設定教

科ロジック学校設定科目 SS 探究物理(10)を設置す

る。図.8 に示すように授業プリントは，単元の本

質をつかみ，一貫性を持たせられるように，「つか

む・挑む・創る」の構成で作成して，授業の進め

方や授業の進度を記し，Google classroom による

ICT 活用した予習・復習と対面授業の組み合わせ

たブレンディッド・ラーニングを実践する。 

探究の「問い」の設定は，単元の本質をつかむ

ことを意識し，かつ，「問い」の系統性を持たせる

ため，図.9 に示すように「大問い」と「Mission」

を関連付けることを心がける。生徒のつまずきを

把握するため，Google form を活用したレディネス

テストのよる個別の対応やアンケートによる授業

のフィードバックができるようにする(図.10)。ア

ンケート結果で得られた「探究の問いは身近なテ

ーマでイメージがわきやすい」，「探究の問いは思

考を深める良い機会となっている」，「他の人の疑

問も見れるので自身の勉強に対する意識の向上に

繋がった」などのフィードバックから，学びの可

視化として，図.11 に示すように解説の進度予定を

リアルタイムで伝えられるgoogleスプレッドシー

トを作成する。生徒は，ワンクリックで進度を確

認できるようになり，進度の修正についても自動

で更新されるため，予習計画が立てやすくなる。

解答状況や理解度を５段階の数字を入力するだけ

で教員側が瞬時に把握できるようにする。 

 
【図.8 SS 探究物理授業プリント】 

 

 

 
【図.9 探究の「問い」の設定・大問い&mission】 

 
【図.10 Google form 授業フィードバック】 

 
【図.11 スプレッドシートを用いた学びの可視化】 
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学校設定科目「SS探究化学」 

高校 2 年，3 年選択履修科目として学校設定教

科ロジック学校設定科目 SS 探究化学(10)を設置す

る。表.4 で示すように年間指導計画において，単

元毎に大きな問いを提示し，学びの中で新たな問

いを生徒自らがもてるように，授業ごとに小さな

問いを出していく。物質などの性質は，教科書だ

けでは知識の暗記に留まらないように，表.5 に示

すように実験から得られた結果から考察し，新た

な問い探究実験(図 12，13)に挑む展開で構成する。 

【表.4 年間指導計画における単元と問い】 
単元 探究の「問い」 

周期表 周期表から何が読みとれるのか 
非金属元素 非金属から成る物質はどのような特徴

をもつか。 
典型金属元素 典型金属から成る物質はどのような特

徴をもつか。 

遷移元素 遷移金属から成る物質はどのような特
徴をもつか。 

無機物質と 
人間生活 

身の回りにある物質にはどんな特徴が
あるのか。 

脂肪族 
炭化水素 

脂肪族炭化水素から成る物質はどのよ
うな特徴をもつか。 

芳香族化合物 芳香族化合物から成る物質はどのよう
な特徴をもつか。 

高分子化合物 高分子化合物とは何か。 

天然高分子 
化合物 

天然高分子化合物にはどんな特徴がみ
られるのか。 

合成高分子 
化合物 

合成高分子化合物にはどんな特徴がみ
られるのか。 

【表.5 金属イオンの定性分析 

～未知なる物質をつきとめろ～】 
展開 内容 
実験 
方法 
立案 

金属イオンの反応性の実験で得られた知識を
駆使して5種類の金属イオンを含む溶液の判定
をおこなうための方法を考える。 

実験 立案した方法でおこなう。必要な器具類があれ
ば追加する。 

問い 実験で用いた金属イオンの組み合わせ以外で
定性分析しようとしたらどんな物質を用いる
とよいか。 

 
【図.12 金属イオンの定性分析】 

 
【図.13 探究実験】 

教科横断型教材開発として，家庭科「食生活の

安全と衛生」と化学「酸化還元」の内容をふまえ

た食品添加物に関する授業を行う。図.14 に示す

ように，3 種類の商品（ウインナー）の袋に表示

されている原材料から食品添加物が含まれる種

類を比較し，添加物が含まれる種類と価格の関係

性などを考察する。 

問い①「ウィンナーを買うときに選ぶ理由は？」 

問い②「おいしいの基準とは？」 

Mission1：A・B・C でおいしそうに見えるのは？ 

Mission2：A・B・C のうちおいしかったのは？ 

 
問い③「商品の値段と原材料の関係性は？」 

問い④「食品添加物と上手な付き合い方とは？」 

 
実験「食品中の発色剤の効果」 

 
【図.14 教科横断型教材開発 化学×家庭科】 

学校設定科目「SS探究生物」 

高校 2 年，3 年選択履修科目として学校設定教

科ロジック学校設定科目 SS 探究生物(10)を設置

する。コンテンツベースからコンピテンシーベー

スへ授業設計の転換を進め，図.15 に示すように，

探究の「問い」から授業設計するシラバスとする。

授業は探究の「問い」を“つかむ(見方・考え方，

概念の整理)”，“挑む(見方・考え方を用いて実験，

論文等を探究する)”，“創る(生徒が授業内容から

「問い」を創る)”の流れで構成する。探究の「問

い」を記載したシラバス及び生徒が創った探究テ

ーマは図.16 で示す Google form(スプレッドシー

ト)で共有し，探究の「問い」のデータベースに

する。探究の「問い」のデータベースは高校 1

年ロジックリサーチ(13)やプレ課題研究(15)，高校 2

年 SS 課題研究(16)のテーマ設定につなげられる

ようにする。見方，考え方や概念理解を図る動画

(図.17)や資料，基礎基本事項確認問題などを学習

管理システムとして活用する Google classroom

で共有し，授業と e-Learning を組み合わせたブ

レンディッド・ラーニングを実践する。 
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【図.15 2 年・3 年 SS 探究生物シラバス】 

 
【図.16 SS 探究生物・探究の「問い」データベース】 

 
【図.17 Google classroom／Youtube限定公開動画】 

3.検証方法 

「1.仮説」を検証するために，「2.研究方法」

の取組による生徒の意識変容を第４章関係資料

「6.研究開発の基礎資料」から検証する。 

4.検  証 

仮説「生徒が主体的，対話的で深い学びに向か

い，学問への興味・関心を高めることができる」

について，以下に示すように理科・数学への嗜好

に，SS コースで 7 割超の肯定的回答が示された。 

探究の「問い」を創る授業(6)の実践を通して，

見方考え方をはたらかせ，様々な視点から「問い」

を創りだす授業，探究活動と授業の関連性を意識

した授業構成によって，理科，数学を学ぶ意欲を

高めることができると考えられる。授業で創られ

た「問い」の一覧を探究活動に展開する体制構築

を進めていく必要がある。 

他教科を勉強するために数学が必要と肯定的

回答を示した生徒の割合が高く，特に 2 年 SS コ

ースにおいて 9 割超であった。SS 課題研究(16)

において，ケイリーグラフを用いたあみだくじ構

造に関する研究や母集団と標本の違い，標準偏差

と標準誤差の違いに留意する課題研究，誤差，信

頼区間を扱う数理融合教材等，数学の有用性や実

際の活用場面を実感する機会が多いためと考え

られる。今後も，授業実践をデータベース化及び

教材化することで，一層効果を高めていくことを

検討している。一方，他教科を勉強するために理

科が必要と肯定的回答を示した生徒の割合が半

数程度に留まった。未来科学 A・未来科学 B(8)，

SS 探究物理，SS 探究化学，SS 探究生物(10)等，

すべての授業で探究の「問い」を創る授業シラバ

ス・「問い」の一覧が作成されており，ロジック

リサーチ(13)及びプレ課題研究(15)，SS 課題研究(16)

のテーマへの接続や展開を図ることができてい

るものの，他教科と連携した実験やフィールドワ

ーク等，実体験を伴う授業展開が不十分であるた

め，今後は教科・科目の枠を越えた学際的視点で

授業改革を進めていく必要があると考えている。 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，理数教育の教育課

程を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業の実践』の効果とその評価を第

４章関係資料「6.研究開発の基礎資料」から検

証する。理科，数学ともに年次進行で学びの意

欲は減少する傾向にあるものの，日常生活にお

ける有用感は増加傾向を示し，探究の「問い」

を創る授業(6)及び教科の枠を越える授業の実践

の効果として波及していると考えられる。  

 

 

(2)学校経営への効果 

理科・数学の職員を中心に SSH 指定以降，

様々な教育実践に取り組み，表.1 に示す内容を

実施するなど，その成果の普及を果たすことが

できている。全教科で『探究の「問い」を創る

授業(6)』を推進することによって，生徒の学び

を中心に据えた，主体的・対話的で深い学びの

実現を目指す授業改革を進めることができて

いる。図.1 に示すように学校訪問・授業見学で

来校する教育関係者が SSH 指定以降増加し，

授業改革を活性化させる一助となった。第 2 年

次は新型コロナウイルス感染拡大に伴い，オン

ラインを活用した学校訪問が増加し，新たな関

係構築を図ることができた。3 人 1 組教科の枠

を越える授業研究(36)等，授業研究に重点を置く

職員研修の機会も充実させることができた。ま

た，生徒評価アンケートでも以下のように 9 割

超の生徒が，理数教育が充実している，探究型

授業が充実していると肯定的な回答を示して

おり，授業のねらいや取組が生徒に伝わってい

る様子をうかがうことができた。 

【表.1 第二期(H30～R2)授業視察・授業公開一覧】 
日本史 
生 物 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 
新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト 

奥田和秀 
後藤裕市 

生 物 JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察 後藤裕市 

化 学 教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

生 物 熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 後藤裕市 

日本史 

物 理 
生 物 

熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 

熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察
熊本県立第一高等学校・学校訪問授業視察 

奥田和秀 

梶尾滝宏 
後藤裕市 

日本史 熊本県立人吉高等学校・学校訪問授業視察 奥田和秀 

英 語 
物 理 

沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 
沖縄県立名護高等学校・学校訪問授業視察 

鬼塚加奈子 
梶尾滝宏 

物 理 鹿児島県立鹿屋工業高等学校・授業視察 梶尾滝宏 

数 学 熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 

熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 
熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 

竹下勝明 

上野雅広 
藤本大平 

物 理 
生 物 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 
熊本県教育委員会訪問・授業参観 

梶尾滝宏 
後藤裕市 

 

  
SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれま

での改善・対応状況について 

平成 30 年度実践型指定のため記載不要 
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５ 校内における SSHの組織的推進体制 

中高一貫教育校として，理数教育の教育課程

を開発し，教科の枠を越える授業，探究の「問

い」を創る授業(6)の実践を進めるために以下に

示す組織的推進体制を構築している。週時程に

火曜 4 限に第二期 SSH 推進委員会(32)を実施し

て研究開発及び実践の方向性を議論する。水曜

5 限の研究開発部会(33)に加え，木曜 6 限実施す

る課題研究担当者会議(37)では，数学・理科の教

員全員が出席して情報共有を図る。年 2 回実施

するロジックスーパープレゼンテーション (24)

に併せて「探究の「問い」を創る授業・公開授

業」を実施する。7 月は理数教育に関する学校

設定科目，1 月は全教科対象に公開授業を実施，

3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)を実施す

ることによって，教科横断型授業の視点や気付

きを促す機会充実を図ることができている。 

 

６ 成果の発信・普及 

探究の「問い」を創る授業(6)の公開授業への

年間 100 人超の教育関係者訪問や，独立行政法

人教職員支援機構授業視察など授業視察や学校

訪問，問い合わせを多数受けるようになった。

授業や探究の研究開発の成果を SSH 指定校の

みならず，一般校への波及ができた。また，表.2

に示すように，探究や探究型授業の実践につい

て，多くの機会での実践発表や民間教育機関主

催セミナー講演，講師を受ける機会を通して，

研究成果の普及を進めている。県内外から職員

研修の講師の依頼を受ける機会も増えている。 

 
【図.1 SSH 指定以降・学校訪問者数の推移】 

【表.2 主な実践発表，研究授業一覧】 
年 内容 教員 

H30 

独立行政法人教職員支援機構・授業視察 
新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト 

奥田和秀 
後藤裕市 

JST 南地区主任調査員学校訪問・授業視察 

後藤裕市 
熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業 

九州高等学校理科教育研究会・研究協議コーディネーター 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[生物] 

教育センター及び初任者視察・研究授業 吉村早織 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[化学] 
早野仁朗 

九州高等学校理科教育研究会・実践発表 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表[物理] 

梶尾滝宏 全国高等学校文化連盟研究大会熊本大会・実践発表 

岡山県立一宮高等学校職員研修・実践報告 

探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 理数教科 

探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 全教科 

R1 

熊本県高等学校教育研究会数学部会研究授業 竹下勝明 

上野雅広 

第 69 回九州地区理科教育研究大会熊本大会発表 

梶尾滝宏 

熊本県高等学校教育研究会理化部会総会講師 

熊本県高等学校教育研究会家庭部門講師 

宮崎県自然科学専門部職員研修講師 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

千葉県船橋市養護教諭会オンライン職員研修 

後藤裕市 鹿児島県立鹿児島中央高等学校職員研修講師 

熊本県教育委員会訪問・授業参観 

探究の「問い」を創る授業・7 月公開授業 理数教科 

探究の「問い」を創る授業・1 月公開授業 全教科 

R2 

熊本県高等学校教育研究会理化部会講師 

 

梶尾滝宏 

小畠早織 

福岡教育大学実践紹介 梶尾滝宏 

夏の探究サミット 2020 第 3 回パネリスト 
「より主体的で深い学びを実現するために」 

後藤裕市 

夏の探究サミット 2020 第 5 回講師 

「探究の評価，どうする？」 

東京都立多摩科学技術高等学校教員研修講師 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表 

熊本北高等学校 ARⅠマイリサーチ発表会 

冬の探究サミット 2020 第 2 回パネリスト 
「実践事例紹介＆探究ノウハウ大質問会」 

７ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発 

の方向性 

(1)探究の「問い」の一覧のデータベース運用 

探究の「問い」を創る授業(6)のシラバスや授

業で創られた「問い」と教科書や学習内容との

関連性の高い探究の「問い」の一覧化が進めら

れている。第 3 年次に導入した学習管理システ

ム(Google Classroom 等)を活用し，探究の「問

い」の一覧の円滑な運用体制を構築する。 

(2)3 人 1 組教科の枠を越える授業研究・教材開発 

3 人 1 組教科の枠を越える授業研究(36)にて，

各教科・科目の学びが日常生活や社会につなが

っている意識を高められるように教科横断型授

業，教科融合教材の研究開発を進めていく。 

(3)授業と探究活動の接続・ガイドブック改訂 

SS 課題研究(16)において，探究活動に必要な

データサイエンスや独立変数，従属変数の理解，

サイエンスビジュアリぜーション，アカデミッ

クライティングなど授業で学ぶ内容を探究活動

に組み込み，教科との関連性を高めた探究の指

導支援ができるようにロジックガイドブック
(19)改訂版を第 4 年次に発行し，運用する。 

熊本県 
教育委員会 

 
SSH運営指導 

委員会 
 

大学 
研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 
       
   校長    
        

 
【運営委員会】 

管理職・校務分掌部長・学年主任 
 
 

    

 
【第二期SSH推進委員会】 

管理職・研究開発部長・教務主任・進路指導主事 
SSH研究主任・GS研究主任・GLP研究主任・中学代表 

 

        

 
職員 
研修 

会議 

 【研究開発部】 
部長・SSH研究主任・GS研究主任
・GLP研究主任・学年主任 等 

 事務室 
SSH 

事務 

 
  

        

 
高校 
学年会 

 
【課題研究担当者会議】 
数学教員・理科教員全員 

 
中学 
学年会 

 
       


